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特殊車両:一般的制限値を超える車両 or 構造が特殊な車両
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高さ ３．８ｍ
※指定道路４．１ｍ

長さ １２ｍ
幅 ２．５ｍ

最小回転半径１２ｍ

総重量 ２０ｔ ※指定道路２５ｔ

（車両自重＋積載物重量＋乗員）
軸重１０ｔ

輪荷重５ｔ輪荷重５ｔ

（隣り合う車軸の
軸の距離により）

２軸の軸重合計
１８ｔ～２０ｔ

※ 一般的制限値を一つでも超える車両は、道路管理者の
通行許可が必要

一般的制限値

特殊車両通行許可制度に関わる諸課題



昭和46年4月15日 改正道路法＜第47条の２＞
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道路管理者は、車両の構造又は車両に積載する貨物が特殊であるためやむを得
ないと認めるときは、前条第二項の規定又は同条第三項の規定による禁止若し
くは制限にかかわらず、当該車両を通行させようとする者の申請に基づいて、
通行経路、通行時間等について、道路の構造を保全し、又は交通の危険を防止
するため必要な条件を付して、同条第一項の政令で定める最高限度又は同条第
三項に規定する限度を超える車両（以下「限度超過車両」という。）の通行を
許可することができる。

特殊車両通行許可制度に関わる諸課題



確認作業の例と審査日数
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車両分類I

道路台帳 + トレースペーパー

車両分類0

審査日数の推移

• 道路情報便覧の収録経路の場合は約8日
• それ以外の経路だと約30日

http://shiomi.rits-ese.jp/wp-content/uploads/2023/11/doro.pdf

特殊車両通行許可制度に関わる諸課題



特殊車両通行許可制度に関わる諸課題
特殊車両通行確認制度
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研究目的

総論:特車通行制度のDXによる官民協働の可能性検討

テーマ1:道路情報便覧収録データ生成のDX
1-1:交差点における特車の折進条件判定の効率化技術の開発
1-2:ファースト・ラストマイルにおける道路情報便覧収録技術の

開発

テーマ2:通行可否判定のDX
2-1:個別審査経路における通行許可実績を活用した通行条件判定

技術の開発
2-2:民間情報を活用した連結検討・特車通行申請の効率化技術の

開発

7



特車通行制度のDXによる官民協働の可能性検討
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総論

Erik StoltermanのDXの定義 Herbert Spencerの社会有機体の構成要素

Society （くらし）

Public （公）

Private （民）

規制システム（政府）

維持システム（産業）

分配システム（情報）



テーマ1-1:交差点における特車の折進条件判定の効率化技術の開発

【R7】 - 車⾧15m（車両分類I）・18m （車両分類0）の折進条件判定精度
の検証

- ダブル連結への適用可能性検証のための折進軌跡観測調査
【R8】 - 民間地図データ（ゼンリン住宅地図など）の利用可能性の検証
【R9】 - Webで稼働するシステムのプロトタイプの構築

- 実務担当者へのヒアリング調査などによるフィージビリティの検証
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道路情報便覧収録データ生成のDX

Step 1:地図上から
対象交差点を選択

Step 2:AI画像処理に
より区画線など走行を
規定する地物を抽出

Step 3:流入・流出
路を指定しシミュ
レーションの実行

Step 4:折進条件の
判断

B



道路情報便覧収録データ生成のDX
テーマ1-2:ファースト・ラストマイルにおける道路情報便覧収録

技術の開発と実フィールドでの検証
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上空障害 橋梁箇所 通行規制

狭小幅員情報 交差点部 曲線部障害

令和３年度道路情報便覧更新作業説明会より引用

①デジタコ・ドラレコ
データ収集

②データ
クラウド登録

④便覧収録情報

③データ処理

実務担当者【R7】 - モデルとなるフィールド1
（枚方市に協力依頼済み）での技術開発と検証

【R8】 - モデルとなるフィールド2（草津市を予定）での検証
【R9】 - 他地域への水平展開



特車通行許可審査のDX
テーマ2-1:個別審査経路における通行許可実績を活用した通行条件

判定技術の開発
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Step 1:車両諸元・対象
スパン・交差点の入力

Step 2:データベースの
検索

• 通行許可ログデータ
• 車検証データ
• ETC2.0点列データ
（車両諸元と紐付け可能であれば）

折進条件折進先交差点番号枝番
－52353706661
Ｂ52353708882
Ｃ52353709123

Step 3:通行条件の出力

【R7】 - 対象エリアの選定・データの収集とデータベースの構築
【R8】 - データベース検索システム・条件判定モデルの構築
【R9】 - Webで稼働するシステムのプロトタイプの構築

- 実務担当者へのヒアリング調査などによるフィージビリティの検証



特車通行許可審査のDX
テーマ2-2:民間情報を活用した連結検討・特車通行申請の効率化技術

の開発
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国交省

の

仕組み

民間での管理

特車制度(1)

連結検討(2)

トレーラ情報

トラクタ情報

【R7】 - 運送事業者が保有する車両情報の精査
- 道路局・物自局との制度面・仕組み面での連携可能性の検討

【R8】 - 既存システムとの接続可能性の検討
【R9】 - プロトタイプの検討


